
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ． １７６ 
 

発行 ２２．６．１ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

【組合】 

・年収が 10％程下げられ、定期昇給がカットされた中で、組合アンケートでは 9割

以上が今後の生活に不安を抱いている。圧倒的多数の組合員・社員は、期

末手当が生活給になっていることを認識するべきだ！ 

・物価上昇によって負担が強いられる中、賃金は上がらず生活水準は下がる一方。

貯金を切り崩さなくては生活ができなくなっている。 

・生活が安定しない中で、日々の安全・安定輸送を確保することは難しくなってい

くことを認識すべきだ。組合員の声は「健康経営にも貢献したいが食費を抑える

ために朝食を食べない日が増えた」「エアコンの使用を抑えて寝つきが悪くな

り、乗務時の集中力が低下することが不安だ」だ。 

・エルダー組合員からは、昇給がない中で手取りがほぼ半分になっている。期末手

当も低く、物価上昇等で生活が本当に大変。退職金は住宅ローンの返済に充て

てあまり残っていない。という声が寄せられている。 

・会社が言う本業の力を示す営業利益は連結で見れば 2 年連続の赤字とは言え、

大幅に改善されている。しかし私たちの賃金は定期昇給を加味しても 2 年連続

で減少している。納得できない！ 

【会社】 

・物価が１％上昇したから１％

賃上げとなると、１％下がっ

たら１％賃下げとなるかと

いうとそうはならない。 

・物価上昇は一つの要素である

が、総合的に判断するもの。 

・原油価格の高騰やウクライナ

情勢もあり、物価が上昇して

いることは認識している。 

・年間の給与は、大企業と比べ

て遜色ない状況だが、それで

いいと思っていない。 

・社員が安心して働くことは大

事。会社としてしっかり対応

していきたい。 

【組合】 

・現場では、会社の姿勢を見て、もっと仕事を頑張ろう！会社のため

に頑張ろう！という声が一向に聞こえてこない。真面目に仕事に

向き合い黒字化に向けて努力しているのも、自分達の仕事を失わ

ないための危機感からである。モチベーションは向上していない。 

・貴重な人材が流出していることに危機感を持つべきだ。 

・人材の定着に向けて賃金面から考えるべきだ。職場から若手社員

の退職の現実が寄せられている。「やりがい」を実感できずに見切

りをつけて退職している。 

・JR発足35年、この会社をつくり支えてきたのは、現場で汗し働て

いる組合員があってこそだ。「もう我慢の限界だ！」との声を受け

止め満額回答するべきだ！ 

【会社】 

・仕事を通じた充足感によって、成長してい

ただきたい。 

・魅力ある会社づくりを会社としてもしてい

きたい。 

・一定数の離職者はいるが、入社時は JR東

日本で活躍して頂くと思って採用してい

るのであり、あるべき姿ではない。 

・賃金は労働条件の最たるものであり、モチ

ベーションにも関わるが、今の状況を良し

としてはいない。安心して働いてもらうこ

とはとても重要である。 


